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南海電鉄　モハ2001型　形式図
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昭和初期から作られた大型車輌

1201や小型車1251とならんで戦前の南海を代表する形式で、製造期間が広範囲にわたり、

総計28輌を形態的に分類すると実に8種に分かれる

図はそのうちの1929年、田中車輌(のちの近畿車輛)が製造した№2005～7で、台車は住友製

なお同型の№2003,4は1937年に冷房装置を取付けて人気を集めたことがある

またこの形式に南紀直通の国鉄客車を引いて活躍したのでも有名

当初の形式モハ301、同系車クハ2801(旧クハ911)
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